
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大
府
市
議
会
議
員 

ふ
じ
も
と
宗
久 

政
治
活
動
新
聞 

ずっと

もっと

ふ じ も と 宗 久 政 治 活 動 新 聞 

 

２０２３年（令和５年）１０月 １ 

発行者：藤本宗久 大府市柊山町五丁目３０６ Tel&Fax 0562-51-1639  Mobile 070-2227-6924 

令和５年秋号 
国
内
大
手
家
電
メ
ー
カ
ー
か
ら

藤
沢
市
に
対
し
、
広
大
な
工
場
跡

地
に
エ
コ
タ
ウ
ン
構
想
を
提
案
し
た

こ
と
に
端
を
発
し
ま
す
。
全
て
の
戸

建
て
住
宅
に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
と
蓄
電
池
を
設
置
。
自
動
車
や

自
転
車
の
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
シ
ス
テ

ム
、
見
守
り
カ
メ
ラ
、
自
動
配
送
ロ

ボ
ッ
ト
も
配
備
。
個
々
の
サ
ー
ビ
ス

や
シ
ス
テ
ム
の
具
現
化
は
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
会
社
が
担
当
し
、
住
民
へ
の
情

報
提
供
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、
藤
沢
市

や
周
辺
自
治
会
と
の
交
渉
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
無
電
柱
化
の
取
組

も
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

 

ま
た
、
小
学
部
と
中
学
部
の
教

員
が
同
じ
職
員
室
を
使
用
す
る
こ

と
に
よ
り
、
長
期
に
わ
た
っ
て
子
ど

も
の
様
子
を
共
有
で
き
、
且
つ
教

員
の
質
の
向
上
に
も
役
立
っ
て
い

る
と
の
こ
と
で
し
た
。 

 

社
会
環
境
が
変
化
す
る
中
で
、

教
育
現
場
で
も
新
た
な
取
組
が
必

要
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

 

Instagram 

Facebook 手
商
業
企
業
が
事
業
主
体
と
な

り
、
同
社
経
営
の
商
業
施
設
に
多

世
代
型
交
流
施
設
「
お
ひ
さ
ま
テ

ラ
ス
」
を
整
備
。
こ
れ
を
中
心
に
、

健
康
ゾ
ー
ン
（
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

等
）
、
商
業
ゾ
ー
ン
、
居
住
ゾ
ー
ン

（
高
齢
者
向
け
住
居
、
施
設
等
）

が
あ
り
ま
す
。
お
ひ
さ
ま
テ
ラ
ス

で
は
キ
ッ
チ
ン
ス
タ
ジ
オ
、
ク
ラ
フ

ト
ル
ー
ム
、
音
楽
ス
タ
ジ
オ
、
貸
ス

ペ
ー
ス
、
保
育
施
設
等
、
誰
も
が

利
用
し
た
く
な
る
よ
う
な
工
夫

は
、
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。 

市
政
・地
域
の
情
報
、
日
頃
の
活
動
を
発
信
中 

お
友
だ
ち
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。 

令和５年第３四半期の主な活動 
７月 大村秀章政経セミナー、自民党大府市

支部総会、親和クラブ行政視察（神奈
川県藤沢市ほか）、石ヶ瀬夏まつり、石
ヶ瀬議会報告会、厚生文教委員会情報
交換会（三つ葉さん）、自民党愛知７区
支部長・幹事長会議、霞ヶ関への陳情

活動 
８月 大府夏まつり、厚生文教委員会勉強会

（大府市教育委員会）、市内企業視察
（松尾製作所）、知多北部議員研修会、
階の親子防災教室、自民党愛知７区支
部大会、鈴木じゅんじ勉強会、知多北部
広域連合議会定例会、石ヶ瀬自治区防
災訓練、岡村市長へ要望書提出 

９月 市議会９月定例会（令和４年度決算審
査、一般議案、意見書・請願書ほか）、  
大府市制５３周年式典、オーガニックＥ
ＸＰＯ2023、鈴木淳司総務大臣を表敬
訪問、農水省レクチャー、都市計画道路
大府東浦線工事現場視察、厚生文教委
員会研修会（辻井正次氏）、石ヶ瀬自治
区アダプトプログラム 

 

 

の
整
備
、
市
道
の
舗
装
修
繕
と
橋

梁
補
修
、
公
園
（
深
廻
間
、
桐
山
、

羽
根
山
）
の
遊
具
の
更
新
に
か
か

る
費
用
を
要
望
し
ま
し
た
。 

 

文
部
科
学
省
で
は
、
小
中
学
校

の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

ト
イ
レ
、
ス
ロ
ー
プ
と
い
っ
た
障
が

い
の
あ
る
児
童
生
徒
に
配
慮
し
た

学
校
施
設
整
備
、
市
営
グ
ラ
ウ
ン

ド
防
球
ネ
ッ
ト
増
設
（
ス
ポ
ー
ツ

庁
）
、
吉
川
獅
子
屋
形
の
補
修
（
文

化
庁
）
な
ど
の
予
算
措
置
を
お
願

い
し
ま
し
た
。 

 

こ
う
し
た
活
動
の
成
果
と
し
て

来
年
度
の
予
算
に
ど
れ
ほ
ど
反
映

さ
れ
ま
す
か
、
皆
さ
ま
、
ど
う
ぞ

ご
注
目
く
だ
さ
い
。 

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ 

 
 

 

～
神
奈
川
県
藤
沢
市
～ 

面
か
ら
取
り
組
み
、
本

市
の
新
た
な
未
来
を

切
り
拓
き
、
次
の
世
代

へ
引
き
継
い
で
行
く
こ

と
が
私
の
使
命
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
三
度
（
み
た
び
）
市

民
の
皆
様
の
審
判
を
仰

ぐ
決
意
を
固
め
た
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
」
と

答
弁
さ
れ
ま
し
た
。 

 

私
も
、
岡
村
市
長
の

３
期
目
に
大
い
に
期
待

し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

生
涯
活
躍
の
ま
ち
づ
く
り 

 
 

 
 

～
千
葉
県
旭
市
～ 

「
誰
も
が
居
場
所
と
役
割
を
持

つ
『
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
』
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ

く
り
」
の
推
進
を
目
的
と
し
て
、
大

小
中
一
貫
教
育 

 

～
東
京
都
足
立
区
～ 「中１ギャップ」が起りにくく、不登

校児童生徒が極端に少ない。 
東京都足立区立新田学園 

小
中
の
学
年
が
同
じ
校
舎
で
学

ぶ
こ
と
で
、
思
春
期
の
生
徒
が
低

学
年
の
お
手
本
と
な
る
よ
う
な
姿

や
、
憧
れ
の
存
在
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
る
こ
と
な
ど
、
学
年
ご
と

に
お
互
い
を
意
識
し
合
っ
て
行
動

す
る
様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。 

国
へ
の
陳
情
活
動 

令
和
６
年
度
予
算
に
反
映 

国
交
省
、
文
科
省
、
消
防
庁
へ 

親
和
ク
ラ
ブ
行
政
視
察 

 

ま
ち
づ
く
り
・
教
育
の
先
進
事
例 

岡村市長、市政３期目の決意 

９月定例会一般質問で質す 

 

令
和
４
年
度
一
般
会
計
決
算
認
定 

 
 

 
 

 

議
会
最
終
日
に
賛
成
討
論 

親
和
ク
ラ
ブ
を
代
表
し
て
以
下

の
よ
う
に
討
論
い
た
し
ま
し
た
。 

「
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
か
か
わ
る

緊
急
対
策
費
を
は
じ
め
、
国
や
県

か
ら
の
交
付
金
・
補
助
金
を
効
果

的
に
組
み
入
れ
た
補
正
予
算
を
実

に
タ
イ
ム
リ
ー
に
計
上
さ
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
突
発

的
な
出
し
入
れ
の
多
い
状
況
に
あ

り
な
が
ら
、
健
康
、
福
祉
、
子
育

て
、
教
育
、
産
業
、
環
境
、
安
全
な

ど
の
各
分
野
で
、
当
初
予
算
と
し

て
掲
げ
ら
れ
た
事
業
が
概
ね
予

算
通
り
に
執
行
さ
れ
た
こ
と
を
評

価
し
た
い
と
思
い
ま
す
」
。
（
抜
粋
） 

 

鈴木じゅんじ代議士 

総務大臣で初入閣 

ご活躍を大いに期待しています 
（９月１５日、総務大臣室） 

 

岡
村
市
長
を
団
長
に
、
日
高
あ

き
ら
県
議
と
我
々
親
和
ク
ラ
ブ
で

国
へ
の
陳
情
団
を
結
成
、
各
省
庁

に
大
府
市
へ
の
補
助
金
・
交
付
金

を
要
望
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

 

国
土
交
通
省
に
対
し
て
は
、
市

道
養
父
森
岡
線
と
共
和
駅
東
線

 

岡村市長と共に、消防庁長官に救急
車両購入補助金を要望し、即時承
認。早速、９月定例会で補正予算を
計上できました。（消防庁） 

 

来
春
（
令
和
６
年
３
月
）
に
、
大
府
市
長
選
挙
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
９
月
定
例
会
の
私
の
一
般
質
問

で
は
、
岡
村
市
長
ご
自
身
の
市
政
３
期
目
へ
の
意
思
と
決

意
に
つ
い
て
質
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

岡
村
市
長
は
、
「
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
対
応
、
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
の
推
進
、
バ
イ
オ
リ
ン
の
里
の
実
現
、
警
察
署

誘
致
、
新
た
な
少
子
化
対
策
な
ど
、
課
題
解
決
に
真
正

決算書の内容は、当会派独自の
検証により、ほぼ満点の内容で
あると認定しました。 

藤沢 SST（Sustainable Smart 
Town）は、ICTの活用で、自動化、
省エネを実現する一方、住民同士の
コミュニティ活性化の取組も構築 



 

 

 

ふ じ も と 宗 久 政 治 活 動 新 聞 ２０２３年（令和５年）１０月 ２ 

E-mail ： fujimoto_munehisa@yahoo.co.jp 討議資料 

 

お
お
ぶ
ニ
ッ
ク
の
Ｗ
Ａ 

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
産
地
育
成
事
業 

 

サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
（
持
続
可
能
な
）
健
康
都
市
と
ゼ
ロ
カ

ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
実
現
の
た
め
、
「
有
機
農
業
と
地
域
振
興
の

取
組
に
つ
い
て
」
質
問
に
立
ち
ま
し
た
。 

 

本
市
で
は
、
国
が
策
定
し
た
「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム

戦
略
」
の
趣
旨
に
則
し
、
行
政
面
で
は
有
機
農
業
に
関
す

る
講
演
会
の
実
施
、
「
有
機
農
業
と
地
域
振
興
を
考
え
る

自
治
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
へ
の
加
入
、
公
立
保
育
園
や
小
中

学
校
で
の
有
機
野
菜
の
試
行
的
導
入
な
ど
の
取
組
が
進

め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。 

 

有
機
野
菜
、
有
機
農
業
に
は
懐
疑
的
な
見
方
が
あ
る
こ

と
も
現
実
で
す
が
、
食
料
自
給
率
の
問
題
、
地
産
地
消
に

よ
る
運
搬
リ
ス
ク
の
軽
減
、
環
境
対
策
と
い
っ
た
観
点
か

ら
、
少
な
く
と
も
「
環
境
負
荷
低
減
」
と
い
っ
た
取
組
は
、

本
紙
、
発
行
時
期
変
更
の
お
知
ら
せ 

 

「
お
お
ぶ
ニ
ッ
ク
の
Ｗ
Ａ
」
と
い
う

グ
ル
ー
プ
が
あ
り
ま
す
。
大
府
市

で
有
機
の
農
業
の
推
進
を
目
的

に
、
本
年
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
有

機
農
業
者
、
新
た
に
有
機
農
業
に

取
り
組
む
農
業
者
、
市
民
団
体

（Fa
rm

 to
 ta

b
le

）、
そ
し
て
市

で
構
成
さ
れ
、
本
年
度
、
農
林
水

産
省
の
補
助
事
業
で
あ
る
オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
産
地
育
成
事
業
を
活
用

し
、
米
や
野
菜
の
有
機
栽
培
の
実

証
や
担
い
手
の
育
成
な
ど
の
取
組

を
進
め
て
い
ま
す
。 

 

私
が
心
を
惹
か
れ
て
い
る
の

は
、
活
動
の
中
核
を
担
う
市
民
団

 

 

皆
さ
ま
の
お
宅
に
直
接
お
届
け
し
て
お
り
ま
す
「
ふ
じ
も
と
宗
久 

政

治
活
動
新
聞
」
は
、
本
紙
で
第
９
回
目
の
発
行
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
年
２
回
、
１
月
と
７
月
の
発
行
を
原
則
と
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

お
届
け
す
る
時
期
の
暑
さ
寒
さ
が
大
変
厳
し
く
、
自
身
の
健
康
と
体
力

を
考
慮
し
、
今
回
よ
り
４
月
と
１０
月
の
発
行
・
お
届
け
と
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。 

 

今
後
も
、
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
で
き
る
だ
け
身
近
な
話
題
を
、
わ

か
り
や
す
く
お
伝
え
し
て
ま
い
り
ま
す
。
お
時
間
の
あ
る
と
き
に
目
を

通
し
て
い
た
だ
き
、
ご
意
見
な
ど
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
ま
す
と
う
れ
し

く
思
い
ま
す
。
何
卒
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

「継続はチカラなり」 
街頭あいさつ活動 

  

こ
れ
ま
で
は
私
の
方
か
ら
声

が
け
を
し
て
い
た
の
で
す
が
、

こ
の
と
こ
ろ
、
私
の
背
中
越
し

に
、
或
い
は
道
路
の
反
対
側
か

ら
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と

挨
拶
を
し
て
く
れ
る
方
が
お
ら

れ
ま
す
。
私
に
と
っ
て
、
至
上
の

の
喜
び
で
あ
り
、
励
み
で
す
。 

大
府
駅
西
交
差
点 

毎
週
月
曜 

（雨
天
翌
日
）６
時
半
～
８
時 

９月議会での一般質問 

体
の
方
々
が
「
誰
が
や
っ
て
く
れ
な

く
て
も
自
分
た
ち
で
や
り
抜
く
」

と
い
う
気
概
と
行
動
力
で
す
。
本

市
で
は
「
今
後
こ
の
事
業
を
シ
テ
ィ

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
柱
の
一
つ
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
く
」
と
し
て
お

り
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
新
た

な
形
と
し
て
も
注
目
で
す
。 

お
お
ぶ
ニ
ッ
ク
の
Ｗ
Ａ
が
出
展

し
て
い
る
「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
Ｅ
Ｘ
Ｐ

Ｏ
」
（
東
京
）
の
視
察
後
に
、
農
水
省

担
当
か
ら
の
講
義
の
機
会
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
「
み
ど
り
の
食
料
シ

ス
テ
ム
戦
略
の
進
捗
状
況
」
、
「
有

機
農
業
を
め
ぐ
る
事
情
」
、
「
食
料

安
全
保
障
に
つ
い
て
」
と
い
っ
た
テ

ー
マ
で
す
。
当
方
か
ら
の
質
問
が

絶
え
ず
、
予
定
時
間
を
大
幅
に
超

過
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
学
ん

だ
こ
と
を
糧
に
し
て
、
大
府
市
の

農
業
を
仲
間
と
と
も
に
考
え
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

『
有
機
農
業
を
め
ぐ
る
事
情
』 

農
水
省
か
ら
の
レ
ク
チ
ャ
ー 

 

こ
こ
数
年
来
、
地
元
森
岡
町
、

半
月
町
に
お
住
ま
い
の
方
の
ご
心

配
の
種
で
あ
り
ま
し
た
こ
の
区
間

の
工
事
が
、
県
の
予
算
前
倒
し
措

置
に
よ
り
急
速
に
進
展
し
て
い
ま

す
。
工
事
の
進
捗
を
確
認
す
べ

く
、
日
高
県
議
の
取
り
計
ら
い
で

現
場
を
視
察
し
て
き
ま
し
た
。 

 

県
の
説
明
に
よ
り
ま
す
と
、
現

在
は
石
ヶ
瀬
川
に
架
け
る
橋
の
工

事
を
行
っ
て
お
り
、
こ
の
区
間
の

供
用
開
始
を
令
和
６
年
３
月
に

予
定
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
ウ
ド
交
差
点
か
ら

大
府
駅
西
で
の
横
断
者
優
先
運

動
や
、
地
域
住
民
向
け
に
独
自
で

開
催
さ
れ
る
安
全
教
室
、
防
災
教

室
に
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
協
力
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

個
人
と
し
て
の
活
動
で
は
「
勝

手
に
見
守
り
隊
」
「
勝
手
に
通
学

団
」
と
称
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の

通
学
時
間
帯
の
安
全
活
動
を
継

続
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て 

 

ま
ず
は
地
元
森
岡
自
治
区
、
石

ヶ
瀬
自
治
区
、
石
ヶ
瀬
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
安
全
、
防
犯
、
環
境
等
の
活
動

を
最
優
先
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
こ
こ
最
近
で
は
、
石
ヶ
瀬
川
、

矢
戸
川
沿
い
の
清
掃
、
交
通
事
故

ゼ
ロ
の
日
の
見
守
り
、
防
災
支
部

総
点
検
が
あ
り
ま
し
た
。 

私
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
階
（
き
ざ
は
し
）
で
行
っ
て
い
る

 
安全環境推進クラブ階（きざはし） 

「親子防災教室」 
DAIWA防災学習センターにて 

『有機農業と地域振興の取組について』 

「おおぶニック」は、地名（大府）と 
オーガニックを合わせた造語です 

 

都
市
計
画
道
路
大
府
東
浦
線 

半
月
町
一
丁
目
東
交
差
点
～
大
府
ウ
ド
線 

来
年
春
に
供
用
開
始
へ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
イ
ベ
ン
ト
等 

地
域
で
の
活
動
も
積
極
的
に 

 

 

大府夏まつりで弾けました（笑） 

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て 

 

将
来
に
向
け

て
避
け
ら
な

い
課
題
で
あ

ろ
う
と
私
は

考
え
ま
す
。

そ
う
い
っ
た

点
で
、
今
後

も
有
機
農
業

に
つ
い
て
強

い
関
心
を
も

っ
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り

ま
す
。 

「みどりの食料システム戦略」とは、
国内の農林水産業の生産力強化や
持続可能性の向上を目指し、国が
策定した食料生産の方針 

（衆議院第一議員会館にて） 

半
月
町
一
丁
目
西
交
差
点
ま
で
の

渋
滞
が
緩
和
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
に
伴
い
、
石

ヶ
瀬
川
左
岸
沿
い
の
緑
道
も
市
の

工
事
と
し
て
整
備
さ
れ
ま
す
。 

元来、都計大府東浦線は、大府ウ
ド線よりさらに北進し、木の山に
抜けるような計画です。大府市西
部を南北に縦断する主要幹線の
事業化が待たれるところです。 

 

コ
ロ
ナ
禍
も
下
火
状
態
と
な

り
、
市
内
各
所
で
行
わ
れ
る
イ
ベ

ン
ト
も
制
限
な
し
で
開
催
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
時
間
の
許
す
限

り
、
参
加
い
た
し
ま
し
た
。 

 

中
で
も
石
ヶ
瀬
夏
ま
つ
り
、
大

府
夏
ま
つ
り
は
大
い
に
楽
し
ま
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
子
ど
も
歌

舞
伎
、
笑
学
生
落
語
会
で
は
子
ど

も
た
ち
の
渾
身
の
演
技
に
感
心
し

き
り
で
し
た
。
直
木
賞
作
家
の
大

島
真
寿
美
さ
ん
を
迎
え
た
催
し
は

読
書
の
ま
ち
を
目
指
す
私
に
と
っ

て
興
味
深
い
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。
ぷ

よ
ぷ
よ
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
大
府

駅
前
夜
市
な
ど
新
し
い
取
組
も
素

晴
ら
し
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
公
民
館
な
ど
で
の
講
座

に
も
ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず
積
極
的

に
参
加
し
、
自
己
研
鑽
に
も
役
立

て
て
い
ま
す
。 


